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石﨑：皆さんこんにちは。石﨑です。 

 

柳田：柳田です。ということで石﨑さん、とうとうセッション 3です。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：はい、これまで本当に大反響になってますけれども。我々も予想を超えたような

展開になっていて。 

 

石﨑：そうですね。本当に多くの方々が、ここは新しい境地が見つかるのではないかと

思っていただいてるみたいで、嬉しいですね。 

 

柳田：はい、正に非局在的な内容になってますけれども、メインテーマ「資本主義を制

し、資本主義を抜ける方法」ということで、今回セッション 3になります。 

 

前回お届けした非局在能力 NLBについてなんですが、今回は一足先にというか、「NLB

脳を獲得した企業・リーダーの成功事例」ということで、こちら「NLB～特異点を超

える～」というところで、お話を進めていきたいと思うんですが、今回も当然大野さん、

そして、Xさん来ていただいてます、よろしくお願いします。 

 

大野：よろしくお願いします。 

 

X氏： よろしくお願いします。 

 

柳田：はい。大野さん、特異点を超えるということなんですけれども、こちらちょっと

ご説明いただけますか。 

 

大野：はい。これまでのセッションをご覧いただいた方はお分かりかと思いますけども、

ずっとこれまで線形と非線形の違いというのを説明してきたわけですね。 
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線形と非線形というのは、別の言い方をしますと光のスピード以下か光のスピード以上

かっていう、そういうことも同時にあるわけですね。ですから特異点を超えるっていう

のは、線形から非線形に超える境目の部分、もしくはその光のスピードを超える境目の

部分ということになりまして。 

 

この NLBというのは、正にこの特異点を超えるためのシステムであるということを言

ってるわけでして、言葉で言うとそういうふうな、ちょっと無味乾燥なというか、表現

になりますけれども。 

 

例えば皆さん方の悩みってありますよね。いろんな悩みとか感情とかですね。あれ何で

そういったものが起きるかというと、思考のスピードと言いますか、スピードが遅いん

で悩むんですよね。例えば悔しいとか怒りとか、それがもし時間をかけずに瞬間でパッ

と出た場合は、別に悔しくないんですね。別に怒りもないというか、瞬間に過ぎ去って

しまいますので。それが光のスピードを超えるっていうことになりますと、もうほとん

どあって無いようなものなんですね。ですから悩みという概念自体も、実はこの時点で

消えちゃいます。 

 

それが消えると、初めて冷静に物事を俯瞰できるようになるわけですね。通常は悩みと

か怒りを抱えながら一生懸命俯瞰しようとするので、正しい俯瞰になっていないわけで

すけれども。特異点を超えますと、そういった意味で真の俯瞰ができて、本当の意識の

広がりができるということになるわけですが、正にそれをするのがこのNLBというシ

ステムであるということですね。 

 

柳田：なるほど。凄いですね。 

 

X氏： なるほど。非常によく分かるんですが。 

 

石﨑：そうですね。 

 

X氏：なんか自分のことを言われているみたいで、 

 

柳田：（笑） 

 

X氏：妙に納得しましたよ。そういうことですか。 
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大野：いや、でもそういう感じだと思います。 

 

X氏：僕、もう感情が一切動かなくなっちゃって日々いろんなことが目の前で起きるん

ですよ。その起きたことを通して、例えばうちのスタッフなんかは悔しがったりいろん

なことをしているんですけど、僕的にはそれは別に何ともないんだけど何でだろうとは

思ってたら、 いま大野さんが隣で答え言ったから、びっくりして。ああ、そういうことです

か。 

 

大野：でもほんと、そういう感じですもんね。 

 

柳田：う～ん、凄いですね。 

 

X氏：だから、普通に朗らかな人にしか見えないと思うんですよ。 

 

石﨑：そうなんですよね。非局在脳を手に入れると、ほんとに凪のような状態でいれる

っていう感じですね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

石﨑：感情に張り付かなくて済むんですよ。それすら客観視できてしまって、嫌なこと

も含めてですよ。いいこともあまり喜ばなくなるかもしれません。 

 

X氏：思考を高速に回しているのか、回してないのか分かんないですよ、だけど。だか

ら、考えてるって、あまり意識がないですもんね。  

 

柳田：ほお～。大野さん、正にそれは NLB。 

 

大野：いや、ですからほんと、正に Xさんがおっしゃるように、考えてるという意識

があるうちは、逆にスピードが遅いっていう証拠でもあるんですね。 

 

X氏：そういうこと。なるほど、おもしろいな。 

 

大野：ただ本当に遅くて、考えてない場合もありますよね。 

 

柳田：なるほどですね。ということで NLBの特性について。こちらのスライドに少し

まとめさせていただいたんですけれども。 
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これから皆さん、ざっくばらんに語っていきたいんですけれども、「世界を最適化する」。 

 

石﨑：そうですね。私から言わせていただくと、自分の人生、仕事、いろいろ人間関係

だったりとか、やっぱり最適な状態にするのが一番いいと思うんですね。付き合わなく

ていい人と何か情で付き合ってたりですとか、なんかあるじゃないですか。そういうの

も全部ベストな状態に整えるっていうことができてしまうんですね。自然とね。 

 

柳田：なるほどなるほど。 

 

石﨑：で、ここに書いてあるプラスとマイナスっていう部分も、ほんとにどちらに転ん

でも自分は冷静でいられるというか、平静でいられるとか。ゼロの状態が一番強いって

いう教えがあるんですね。 

 

どちらかに偏っててはいけないんですね。ただ、ハッピー、ハッピー。俺成功してるっ

ていうような状態って、実は凄く良さそうに見えるんだけれども、一番強いのはゼロの

状態っていうね。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：どちらでも行けるっていうのが一番いいですよね。 

 

結構そういうことを本当に体感というか、日常的にそういうふうに、自分がその空間を

作れてしまうので、その空間を作ってしまったら、ある種勝ててしまうというか。資本

主義であったりとか、さっき言った特異点を抜けだしてしまうっていう感覚がやっぱ出

てくるわけですよね。 

 

柳田：なるほどですね。大野さん、どうですか。 

 

大野：そうですね。今ここに特性ということを書いてありますけれども。一言で言うと、

やはり努力せずに成功する世界っていう言い方もできるんですよね。結局、一番良い、

最適化するっていうことがありますけれども、最適化しなければならないので、そこに

また普通は努力が発生するわけですよね。 

 

ここに書いてあることは、一般的には努力して掴むものとか、実現するものと考えられ

ているというか、たぶん皆さんはそういう目で見てると思うんですけれども、実はこの
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NLBの世界は、努力が仇になるんですね。つまり余計な思考とか時間を費やすので、

そもそも線形になっちゃうんですよね。別の言い方をしますと、努力っていうのは線形

の代表選手みたいなもんなんですよね。 

 

柳田：なるほど。 

 

大野：ですから、それをせずに、いかにいいポジションを得るかっていうのが、この

NLBの方法論でもありまして。ですから、そこには努力はないですね。あると逆にこ

ういったことはできないっていう。 

 

柳田：なるほど、なるほど。悩みもないし、努力もないし。 

 

大野：そうですね。 

 

X氏： 努力っていうのはさ、あるパターンを覚えて、そのパターンに当てはめて行動すること

でしょ、努力って。だからそれをやるから、答が見つからない方向に行っちゃうんだよね。 

 

だから答えを感じれば、それで終わりでしょ、っていうような感覚ですよね。人がこう

話しても何してても、あそこに答えがあるよって僕は言うんだけど、みんなたぶんあれ

ですよね、資本主義社会の中の、嬉しそうですね。そして、線形をやってるから、自分

のやらなければいけない方法に則ってやろうとするから、どっか行っちゃうんだよね。 

 

石﨑：そうですね。自分の世界に閉じ込められて、そこから何か答え探そうとするんで

すよね。 

 

X氏：見てれば分かるじゃないですか、っていうのが、僕なんかが思ってるのと。 

 

あと思考が早くなると、究極の後出しジャンケンができますよ。人間の目って 1秒間に

30コマかなんか見てるんだって。これがいま、カメラ技術がもの凄く強くなっちゃっ

て、1秒間に 1000コマぐらいいくんだって。 

 

だから映画と一緒だよね。映画ってコマになってるんだから、だいたいダーッてやるん

だけど、そうすると何ができるかっていうと、人間が何回ジャンケンしても、30コマ

を見てるのと 1000コマだから、相手が動いた瞬間に、瞬間遅く動いても、絶対ジャン

ケンって勝てるんだって。 
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問題は速く動くのに、速く対応する機械ができなかったっていうことなんだけど、30

コマ対 100コマでも勝つから、最近そういう機械ができて、ジャンケンマシンって言

うんだけど。人間の目には同じに出してるんだけど、もう微妙な差で後出しジャンケン

してるって。でも意向が速くなるとまったく同じことができるんで、僕たぶんそうやっ

て、凄い速さでパシパシ物を当てている感じ。 

 

柳田：は～、なるほど。ありがとうございます。分かりやすですね。 

 

石﨑：分かりやすいですね。 

 

柳田：この Xさんの思考を獲得できる機会があるっていうのが、 

 

石﨑：凄いですね。 

 

柳田：凄いですけれども、はい。 

 

石﨑：これは面白いですね。 

 

石﨑：もう凄いですね。で、大野さん、このNLBを研究所の方ではアナログだけでは

なく、デジタルでも既に実現できているということなんですけれども。 

 

石﨑：システムにね。 

 

柳田：システムになっているという。 

 

石﨑：構築されてるんですね。システムが。 

 

柳田：そうですね。 

 

大野：むしろ、これはシステムだからこそ実現できるっていうことなんですよね。どう

しても人力というか、人間の力でやってしまいますと、先ほどの努力も発生しますし、

時間の重さも発生しちゃうんですね。 

 

であれば、この AIではないですけれども、この文明の利器をむしろ逆手にとって、そ

れを利用して NLBの世界に入ろうと。 
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ということで、私どもが開発したのが、正にノンローカルブレインのための装置という

か、マシンなんですね。 

 

実は今日、そのマシンといっても、皆さん信用できないというか、あまりピンとこない

でしょうから。実際に私どもの研究所に、全国のいろんな経営者に会って、そのマシン

を使ってもらって、相当な実績を収めてるある人間がいるんですけれども。今日はその

人をこちらに呼んでおりまして、石原さんというんですけれども。ちょっとこのノンロ

ーカルブレインの装置が、いかほどのものかということを、実例を、今日はお話しても

らおうかなと思っておりまして。 

 

柳田：はい、分かりました。この後、石原さんにご登場いただいて、その実例をお話し

いただきたいと思います。 

 

（場面転換） 

 

柳田：はい、ということで、真ん中に、石原さんに来ていただきました。よろしくお願

いします。 

 

石原：よろしくお願いします。 

 

柳田：ちょっと石原さん、簡単に自己紹介の方をお願いできますでしょうか。 

 

石原：はい。私はもともと投資系というか、コンサル系の会社に所属しておりまして、

その中でこの NLB、ノンローカルブレイン世界に行き当たりました。 

 

今いわゆる事業提案の世界ですとか、経営相談の世界でも、積み上げ型の、データ重視

の方法がしばしば使えないというようなことが多々あるわけですね。 

 

特に日本の企業の場合は、そういう事柄が顕著に出ることが多くて、これも後で日本語

の特性というものも勉強させていただくようになって、非常に腑に落ちるところがあっ

たんですが。合理的に考えたら、もうここで潰れてしまうと。手形が落ちなくてもう夜

逃げかっていうところが、奇跡的な形で資金援助が入って助かったりですとか。そうい

う事例が多々あるにつけ、それを何かもっと統合した形で、自分自身も体得してみたい

し、あるいは人にも提供してみたいしっていうふうに思った時に、いま私が所属する研

究所の方に巡りあいまして。創始者の話を聞いていくなかで、そういうものがいわゆる

伝統的な個人の努力を超えたところで、1つのテクノロジーとして確立しているんだっ
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ていうことを知ったわけですね。 

 

さまざな所で自分自身もそうですし、あるいはいろんな企業の所で導入していくと、顕

著な結果が出るというところで、今はそちらのご紹介ですとか、ご相談ということで全

国を回らせていただいています。 

 

柳田：はい、なるほど。ということで、NLBがシステムマシーンで誰でも獲得できるとい

うことですよね。そういったものを、全国の企業さんとかに普及されてるということなんですけ

れども。その事例ですとか、といったところをぜひお話しいただけますか？ 

 

石原：そうですね。ちょっとこちらのスライドの話も、クロスさせながらお話しさせていただき

たいと思うんですが。実は先ほどもそういうご相談を受けて、すでに NLBというものを導入し

た方のお話をしていたんですね。 

 

その方は、さまざまな業務を経営されているんですけれども、投資コンサルタントを始めいろん

な事を始められていて。実はちょっとここんとこ、どんどん自分の思考の速度が上がってるんだ

ということをおっしゃったんです。 

 

面白いと思ったのが、あるお世話になっている事業のご縁のある方から、こっちは今度こういう

事業をやって、そちらのほうでさまざまな人を募集したいので、ぜひ告知に協力してほしいとい

うふうに言われたそうなんですね。 

 

だけども、それは全く利益にならない。最初から自分自身の事業の利益にはならないような形で、

申し訳ないけどもお知らせしてくれないかって言われたときに、内容を見て、これはすぐにやっ

たほうがいいと。打算的に考えたらこれはやめたほうがいいんだけども、他の業務にも携わる、

ちょっと時間を取ってしまうので。だけども、その人も、自分の思考を超えたとこでやんなきゃ

いけないと思ったそうなんです。 

 

直ちに告知を始めると、実はこちらでも人が集まって、ご縁のある方に貢献できたんですけども、

その瞬間に翌日から自分が行っている事業のほうの注文が一気に増え始めたそうです。だんだん、

損なことを普通ではやってるはずなのに、こちらから大きな利益がくる。そのときの決断の仕方

も、自分が考えてるんじゃないみたいっていうことですね。 

 

これは何を意味しているかといったら、この量子場の、2番目に宇宙自然と一体になるっていう

ことがありますけれども。 
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私たちっていうのは全体を、よくお寺なんかで曼荼羅があったりとかしますけども。そういう仏

様がたくさんいたりとかっていうこともあるんですけれども、たくさんいる、自分のいる位置に

はまれば、他の所の、例えば自分が至らない所は、それこそ、埋めてくれるような人が集まり始

めるんですよね。抜けてる所にパッパッと。自分がプレーヤーで非常にプレゼンが優れていると、

だけでも事務仕事が非常に苦手であると、お金の計算ができない。石崎さんもよくお金の計算が

苦手なんだっていうようなお話してますけれども。 

 

そういう人はこちらでプレーしてるうちに、それを埋めてくれる人がこっち側からポッと現れた

りとか。人材募集を軽くするだけで集まってきたりとか、人から紹介されたりとかですね。いわ

ゆるノンローカルブレインを、テクノロジーでやる方法があるわけなんですけども。 

 

その発信を始めたときに、一つ最初に起こったのが、全体をよく私たちは網羅と言って。 

 

忙しい過程で、よく、いわゆる今のコンピューターと、これから来るであろう量子コンピュータ

ーの差のようなことが起きてくるわけですよね。日本が誇る例えばスーパーコンピューター京な

んかでも、1秒間に京回、1万兆回の計算ができるわけですけれども。絶えずつきまとうのは最

適化問題というものがあるわけです。 

 

全国の、例えば一つの例挙げれば 30カ所の主要都市をずっと挙げていって、あるビジネスマン

が効率的にこの 30カ所を最短で回るにはどうしたらいいかっていう計算をスーパー京にやらせ

ると一千万年かかるって言われてんですよ。したら、10の 30乗のパターンが出てくるんで。そ

れって 1パターン 1パターンつぶしていくので、それだけの時間かかっちゃうわけですけれど

も。 

 

量子コンピューターの、この前、加賀のほうで開発されたものが、グーグルが買ったりですとか、

ロッキードマーチンが買って話題になりましたけれども。そちらのほうだともう瞬時で終わっち

ゃう。なぜかといったら、一つ一つつぶしていくんじゃなくて重ね合わせができるということな

んですよね。 

 

デジタルの世界ですから 1か 0しかないような世界なんですけども。今までは 1が入れば 0が

入んない、0が入れば 1が入んないっていうところが、同時に量子コンピューターは重ね合わせ

ていける。360度の空間が自分の意図を超えて一斉解決していくっていうところをですね。本当

は。 

 

柳田：そんなことが起こってくるんですか。 
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石原：そうですね。量子の世界ではノンバーバルな世界で自然にコミュケーションが起きてるん

だと。それを学んで体得できるのが、ノンローカルブレインなんだということなんですよね。 

 

柳田：なるほどですね。それを機械というかマシーンで、誰もがノンローカルブレインを獲得で

きるような仕組みをもうすでに持ってると 

 

石原：そうですね。 

 

石崎：システムですよね。 

 

石原：そうですね、それはシステムの力で。もともと研究所は面倒くさがりな人間の集まりみた

いな、それは修行をやんない。辛いトレーニングはなきゃないほうがいい。要は、システムとか

機械の力で、はしょれるところははしょったほうがいいんだと。 

 

前回もお話で大野さんのほうからもありましたけど、足を鍛えて早く目的地に行くのか、ウサイ

ン・ボルトのように一所懸命足を鍛えて早く現地に着くようにするのか、それとも新幹線なら新

幹線に乗っちゃうと。一回、乗るっていう意思だけは必要なんだけども、乗れば、本読んでても

居眠りしてもちゃんと目的地に着くっていうところが。事業の世界でも意識の世界でも可能な時

代になったんだっていうようなことですね。 

 

柳田：なるほど。 

 

石崎：これね、われわれも起こりましたよね。東京で事務所が一ついる事業があって。それが何

社も取り合いをして、中にはちゃんとした業績上げてる会社も入ってて。そこ取りたかったんで

すね。そこをどうしても押さえたかったんですよ、銀座の場所なんですけど。 

 

強豪がいると。けれど、ノンローカルの世界で、われわれのほうはやれる部分があって、なんと

私たちが選ばれて。あれ、いつだったかな。昨日か一昨日、契約してるんですね。普通だと、わ

れわれより大きな会社、業績がある会社がある中で、なんでうちなのと。 

 

これ線形で考えるとちょっとあり得ないですけれども、われわれがそこに選ばれたということも

起きてきます。こういうことが頻繁に起こるんで、もうその世界もある前提のもとで事業を進め

れるんですから、やっぱり線形の経営学とかとは、また違うアプローチで進めていけれるってい

うのは非常に大きいですよね。 

 

石原：それは面白いですね。今のお話と少し関連するようなことでお話すると、ノンローカルブ
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レインは、一つはそういう力関係で考えたら、データベースで考えたら起こりえないことが起こ

るということと、それが経営者の心の働きと、ある意味で直結してくる所があるんです。 

 

うちによく相談に来る方は非常に成功された方も多いんですけれども、人によっては自分の有能

さを持て余しちゃってるっていうのが、けっこういるんです。だから、すごく成功したんだけど

も、その後に一体どうしたらいいんだっていうようなお話があったりとか。あるいは企業おいて

も部長さんになったりしたんだけれども、その段階で何のために働いているのか分かんなくなっ

たっていうようなことも言われたりするんですけれども。 

 

ノンローカルブレインっていうのは、まず自分自身が、ここのスライドにあるように、心を静め

て、いろんなことを悩んでいる、この自我の働きが止まってくるわけですよね。 

 

こちらのほうを聞きつけた、ある白金のほうのメンタルクリニックの理事長が、数日前も電話を

くださったんですが。いわゆる御社の出しているこのシステムを試してみたと。そうすると、そ

こはいろんなそういう事業でまいってしまった方とか、あるいは一般の方でも、今、鬱が非常に

増えてるので、そういう方に対してバロック音楽を聞かせたりとか。バロックの周波数を聞かせ

たり、あるいはいろんな波長の周波数、音叉を使ったりとかっていうようなことをやってるんだ

けれども、だいたい空間の制約を受ける。 

 

例えば、こういう壁がある建物の中でやっていると、その中でしか作用しないんだけども。いろ

んな周波数のカウンターで測っていくと、NLBのほうは建物を超えた道路のほうでも心身にと

って良いような、統合する周波数が検出されたりとか。あるいはメンタルなところで、今までの

ものとは比較にならないような効果が現れたりとか。 

 

面白いのが、その人も立ち直るんだけど、そばに置いてあった枯れかけた植物が青々と茂り始め

たとかですね。だから、全体に対していい影響があるっていうことを体験されたんだっていうこ

とでね。本格的にちょっとクリニックの導入を考えたいというような。 

 

それは向こうのほうからご連絡をいただいたような話ですけれども。だから、非局在っていうの

は次元を超えた、いわゆる私たちでは測り切れない、時間と空間の制約があるのは四次元ってい

う世界ですけど。それを超えた五次元へのアプローチができる装置であるっていうことですよね。

そういう意味で。 

 

柳田：前回のピラミッドで言うと、あそこ。 

 

石崎：そうですね。制約を超えた世界のアプローチができるっていうか、領域にアクセスができ
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ということですね。 

 

柳田：すごい装置ですね。 

 

石原：この 0ポイントに立つっていうところが非常に面白いところで。いろんなさっきの経営

投資コンサルタントの方もそうですけど、通常の損得を超えた 0に一回立つと、独特の心身が

統一された状態になるんですよね。 

 

そうすると、今度は自分の中の共振が始まって、いったん整った軸に合うように、周りに自分に

害を与えてた人、バチッと縁が切れてしまったりとか、あるいは本当に自分自身が付き合って楽

しいという取引先が自然に現れたりですね。 

 

ちょっとこれ自分の思考を超えちゃってるなっていうことがたくさん起きてくるのと、全体が必

要としてるもののニーズが、周囲にも飛び込んできたりするんです。だから自分が考えてるんじ

ゃないんじゃないかっていうようなことが。そういう意味ではパパッと、損なんだけど、これや

っぱりやったほうがいいっていうような思いが強烈に出てくるわけ。だから、そのときには、そ

の人も楽しいんですよ。損なはずなのに楽しい。 

 

大野：それを受け止めながら経営するようになると、主導権がこっちでありながら、それを利用

できるようになるんですよ。それに依存しちゃうと主導権がこっちにないんですけど、慣れてく

ると自分がそういう状況を全部コントロールをしながら、キャッチボールするように、経営だっ

たり行動だったりが全部できるようなるっていうように、今、聞いてて思いましたけど。 

 

でもそれってバランスがいい状態で、人間が普通に思考すると、そういうことってたくさん来ま

すよね。要するに幸せな状態だと良いことがよく起きるでしょ。それのちょっとハイパーなやつ

っていうか。そういう現象とこっちが同調するっていう、それに慣れればいいんですよね。 

 

0ポイントっていうのが一番下の私から公へっていうのと同じですよね。 

 

石原：そうです。まさにそういうことですね。 

 

大野：だから起きることは、さっきのお話の中に、善の中にも悪があるし悪の中にも善があるじ

ゃないですか。だから、それを私的に考えちゃうと悪のほうが強調されちゃうけど、善の中の悪

と悪の中の善のバランスが見えてくると、必要な時間軸みたいなことの中で、これやったほうが

いいっていう発想に、たぶん、自然に心が動くんでしょうね。そういう形になるんすよね。 
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石原：そうですね。また面白いのがこの 0っていう考えが面白くて。NLBの世界では 0は多分

0じゃないんだっていう。つまり無限のマイナスと無限のプラスを含んだ 0なんだっていう考え

があるわけですね。 

 

だから、さっきのように、結局ひどい損をしちゃうとか。あるいは人のために、打算的な人から

考えたら、なんでそんなとこに人助けに時間取ってんのみたいなことで、打算的になるのがマイ

ナスのはずのはずが少なくとも周囲にプラスにふれていくっていうところ。0の中で。経営者か

らしたら打算を超えた世界なんか、カラッとしてすごい爽やかなんですよ。 

 

その中で世界を自由に遊ぶような感じで。私どもはけっこうそういう。太極拳とか、ああいうの

好きなんですけど。勝手に何かが来て、沸き立つように身体が舞うような世界って達人ってあっ

て。そんなことが事業の世界でも舞を舞うような感じで、ジャムセッションみたいな感じですか

ね。ああいう感じで、その場の計算を超えて身体が動かされちゃうっていうことがあるんで、経

営者の皆さんも楽だって言うんですよね。いつも計算してどうしよう、どうしようって、これ損

取ったらいやだなっていうのは消えちゃって。フィールドの中で自分が踊るように動いていくと、

ここに行ったほうがいいなって、それでスーッと引かれていく。そうすると適正な利益は立つと

かですね。 

 

大野：やっぱりその場合に、なんでそうなるかというと、そのときに本人の中のノンローカルブ

レインが働いてるからそうなるんですよね。ですから仮に意識できないとしても、そういう適切

な動きができるわけですね。 

 

ところがノンローカルブレインが働いていないと、本当に一か八かかみたいな。あるいは当たる

も八卦、当たらぬも八卦みたいなところで勝負しなくてはいけないわけですよね。 

 

ですけど、ノンローカルブレインが常に働いてる状態にできますよというのが、このシステムの

また大事なところでもあるということなんですね。 

 

柳田：なるほどですね。実際にでもそれだけリアルなビジネスの現場であったりとか、企業さん

あるいは経営者が活用もして結果も出てるということですよね、これだけの。本当に石原さん、

ものすごい事例を知ってて、話し出すと止まらないんですけど。 

 

石原：そうですね。止まらない。もっともっと言いたくなる。 

 

大野：ものすごくわかりやすく言うと、人間の進化がずっと進んでいくと、自分が分かったもの

を何らかの形で後ろにつなげたいっていう欲求が出てくるんですよね。それが言葉になって、実
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は僕ら書物ってなったんですよ。 

 

だから、本っていうのは、ある意味、知識を得るものであり、脳を同調させるものであるんです

よ。だから僕らは本当に素敵な本に出合うと、意識が飛ぶような感じってなるでしょ。僕も昔、

本読んでて、あまりの気付きに書いていただいた方に対する尊敬も含めて、一回自分の細胞が全

部飛び散って再結合したっていうのを感じたのね。 

 

それはなんでかって言ったら、書いてくれた人に対するあまりの愛情の深さみたいなの、僕、触

れちゃって。本って本当はそういうふうに書くべきだって思ってるので、僕なんかは文章を書く

ときに必ずそうするんだけど。それはなんでかっていうと、文化とか社会とか技術が、その段階

で止まってたので本としか形にできなかったんですね。 

 

それが今、インターネットとかシステムとか機械とかがどんどん先に進んでくれて、会話ではな

い思考とか波動っていうところで同調させられるようなところまで技術が進んだって考えてい

ただくと、すごく分かりやすくて。だから、ものすごくいい本を脳が勝手に同調しながら読んで

るような感覚で、引っ張ってってくれるっていうふうに捉えると、たぶん、ものすごく説明しや

すいんじゃないかと。 

 

柳田：そうですね。分かりやすいですね。 

 

大野：そういうシステムなりを研究されていたので、僕もけっこうびっくりして。いや、そこま

で進んでるだっていうふうに思ったんですけど。 

 

X氏：今ちょうどおっしゃる例で言うと、1冊の本を脳に転写する時間がだいたい 10秒なんで

すね。だいたい今、1秒で 1万字のスピードで文字が、このノンローカルブレインでは出せるよ

うな仕組みを持ってまして。それ最高度の場合ですね。 

 

そうすると、だいたい一冊の本っていうのは 10万字くらいあるんですよね。それが 1秒 1万っ

ていうことは 10秒間で、もうその本がサッと入っちゃうんですね。そのときに、本人はいきな

りなるほどっていうのは出てこないんですけれども、本人の持ってる非局在脳のほうはそれを理

解してるんですね。 

 

ですから、その理解のとおりにまた動くということが起きまして。あるいは理解のとおりに閃き

が起きるっていうことが実際に起きるんですね。 

 

X氏：だから、そういう意味では、そのシステムをずっと活用していくと、たぶん、どっかで脳
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がピントを合わしちゃって、入ってくる量がすごく増えてきちゃうと、そっち側の脳で自然に活

動できるようになり、結果を通してまたそれが非常に自然な形で、本来持ってる脳が活動するっ

ていうのを体験するんじゃないかっていう感じですよね。 

 

石原：おっしゃるとおりです。 

 

X氏：だから、僕、だから、たぶんそういうシステムがないところで、相当変なことをしたって

いう感じですよね。 

 

大野：よくシステムなしで。 

 

X氏：やったと思います。 

 

大野：Xさんの場合、やってこられたと思いますよね。 

 

石崎：Xさん、システムなしでかなりここまで来ちゃって。 

 

X氏：だから僕、なんでちょっと待ってよって。そんなんあるんだったら、もうちょっと早めに

っていう感じですけど。 

 

でも多分そのセミナーの中では僕がどうやったかっていうことは、たぶん僕ここで毎回お話をし

ながら僕の中でどんどん整理されてくので、恐らくこういう歩みがよかったんじゃないかってい

うようなことが、解説できるような感覚が、すごくどんどんしてきたので。たぶん、それを分か

りながら、なおかつ、分かってる思考を受け入れてしまったら、ものすごく便利っていうか早く

いっちゃうんじゃないかなと思うんですけどね。 

 

でも、僕、単独でだよ。誰にも相談する相手がいなくてずっと思考をしてきたからね。 

 

大野：Xさんとお話して非常に革命的だなと思ってるのは、例えば NLBのシステムを使うと頭

がよくなるのは分かるわけです。あるいは実際そういう事例はいっぱいありますので。 

 

ところが、なぜその機械と脳がつながるかというところは意外とないんです。そうだからそうだ

よって言われてるだけで。ところがその過程を Xさんがこれまで、ご自身の脳の中でやってこ

られたわけですよね。 

 

その過程を知ることができるということは、その機械と人間の脳に非常に強力なリンクというか、
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こうだからこうなんだという納得、確信がよりできやすくなるわけです。そうすると、より倍速

っていうか。 

 

X氏：僕、だってさっきから石原さんのお話がものすごく心地よく聞こえるんです。だから、な

るほどって同調っていうか、確信ばっかりだからね。 

 

柳田：そうなんですよね。びっくりしますもの。 

 

石原：面白い世界。この同調が起きるっていうのは理屈を超えた説得力といいますか、なんとか

一般だとマーケティングでお客さんを動かそうとして、必死に説明値を考えたりとか、おまけを

付けたり特典を付けたりとかですね。そういう分かりやすいとこでしようとするんですが。 

 

この 0ポイントの世界は強烈な渦を中心に、何か分からないけれどもワーッと協調しておもし

ろいんです。そこが遠隔でもどんどん伝わってく世界って言いますかね。すごくここだけで、こ

っちは全然、私、計算駄目っていうんでも、その協調ワーッときて、じゃ、あんたこれ全然駄目

だから助けてあげるよっていう人がパッと来たりっていうのも最適化の世界なんですよね。 

 

石崎：瞬間ですよね。 

 

石原：瞬間ですよね。 

 

柳田：曼荼羅ってそういうことなんだ。 

 

石原：そうなんですよ。実は曼荼羅っていうのは自然に配置される。だから自分ここにパッとは

まってれば、はまるべきピースにはまってればいいんだって世界。ここはできないからって劣等

感にさいなまされる必要もないし、一所懸命、弱点を克服しようと悩む必要もないの。ここには

まる人がパッとはまってくるっていうのが。なぜなら脳は一つだからっていう世界です。 

 

石崎：面白い世界ですね。私もそれを末席ながら経験させていただいてるもんですから。ほぼ努

力してないですよ、ほぼ。けれども Xさんみたいな天才的な人とご一緒させていただいたりで

すとか。研究所もそうなんですけれども。 

 

柳田：研究所もそうですね。石崎さん、本当そういう役割ですよね。 

 

石崎：そういうのは非常にもう多いので、本来こういうことをしようと思ってこんなとこにいる

わけでもなくて。普通にビジネスが好きだっただけなんですけれども。なぜかさせられてるんで
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す。 

 

柳田：なぜかっていうのは。 

 

石崎：私がしないといけない、スパイラルみたいなですね。 

 

柳田：不思議なことが起きてる。 

 

X氏：だってここにいること自体、僕あり得ない話。でもなんとなく心がここに行ったほうがい

いんじゃないのっていうことで、ここに座ることを自然にしてるわけで。ちょっと不思議です。 

 

石崎：そうです。毎回そう思いますよね。そっちをやったほうが、こういうのっていろいろ誤解

を受ける部分もあるわけじゃない。新しいテーマ、提案ですので。けど、そんなのはどうでもよ

くて、自分がやりたいっていうね。やった結果、さらによくなるんです、自分のほうも。これ不

思議なんですけれども、おまけが付いてくるんですよね。 

 

石原：だから、マイナスってたぶん、さっきの 0ポイントの中で勝手にプラスにふれる。 

 

石崎：そうなんですね。 

 

石原：相手が邪魔したくても、もうそれを超えたとこでプラスにふれちゃうっていうところが、

またすごい面白いとこですね。 

 

石崎：さっきの物件の話も、どう考えてもうちが取れる。うちより早く申し込んでる。 

 

柳田：5社くらいいましたもんね。 

 

石崎：なんでうちなのみたいな。頻繁に起きてくるんです、こういうことが。だから、楽でしょ

っていう話なんです。プレゼンをかけたわけでもなくですよ。商談もプレゼントとか僕やらない

ですから。Xさんなんかもっとやらないです。やるでしょうで終わりますよね。その世界は。 

 

柳田：いやいや、もうすごい展開になってきましたけれども。この続きは本当に全国セミナーで

ということで、たっぷりとお話していただきたいと思うんですけれども。これご覧になってる方

は、たくさんの方がいらっしゃると思いますし、同調した方が来られるんだとは思うんですが。

せっかくなので、実はこの 5人のメンバー全員、そのセミナーやりますので。せっかくなので、

皆さん一言ずつ全国セミナーに対する思いというか、意気込みというか、お話いただけますか？
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じゃ、石原さんから。 

 

石原：はい。よく研究所で言うのは、さっき何か分かんないけどとってことが、たくさん起こる。

これ絶対絶命っていうことが、コロっと変わっちゃうとかですね。これ受けに来る方も、たくさ

んの今、課題とか、あるいは夢とかがあると思うんですよね。普通なら達成できないんじゃない

かっていうような、自分のビジョンとか、あるいはこれ脱却できないんじゃないかっていうよう

なすごい苦境とかですね。それをひっくり返るような経験が五次元なんですね。 

 

だから、ひっくり返ることをたくさん経験すればするほど、人生は豊になるっていうのがやはり

私たちが考えてることでして。ぜひそのへんを皆さんと分かち合えたらというふうに思いますの

で、全国でまた皆さんとお会いできるのを楽しみしています。 

 

柳田：ありがとうございます。しかも今回、こうして全国に来ていただいた方だけに、さらにス

ペシャルな Xさんを始めとして、この NLBのマシーンも含めて、より手に入れられる機械とい

うのが設けてますので。それは来られた方だけにご案内さしていただきますので、楽しみしてい

ただきたいですね、これもね。 

 

石崎さん、お願いします。 

 

石崎：そうですね。本当に人生有限ですので、早く自分を最適化することですね。この四次元界

を最大値まで行っちゃったほうがいいと思うんです。最大値ってもう抜けちゃうっていう体感。

身体は抜けないんですけれど、意識が抜けてしまうと笑っちゃう世界が待ってるっていうですね。

嫌なことをされても腹が立たないとか、例えば詐欺にあっても笑えてしまうとかですね。恐ろし

い世界が待ってるんですよ。 

 

それを本当に経営だとか、自分の人生に活かすと、本当、線形の教えが要らないというか。あっ

てはいいんですけれど、そこもう超えてしまうので。後付けになるんですね。全ての学びってい

うのが。そういう経験ができるのが素敵だなと思いますね。 

 

柳田：本当にすごい機会になると思うので、 

 

石崎：そうですね。 

 

柳田：ぜひお越しいただきたいと思います。ありがとうございます。では大野さん、お願いしま

す。 
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大野：はい。今日もいろいろお話の中で出てきましたけども、同調っていうのはすごい大事だな

と思うんですね。例えば、今日お話のあった Xさんの世界っていうのがあって、そこに同調し

ますと、これまで当たり前でなかったことが当たり前になるんですよね。 

 

結局、普段実現してることというのは、あたりまえのことが実現してるわけですけども、Aさん

のあたりまえと Bさんのあたりまえって違うんですよね。ですから、より視野の広い人の脳に

同調していただくと、同調した段階でその人のあたりまえがまた変わってきちゃうんですよね。

そうすると、そのあたりまえが実現するっていう。 

 

ある意味、極めて、私どもからするとあたりまえなんですけども、これがまさに非線形なんです

よね。努力とかそういうことじゃないじゃないですか。ですから、そういった世界を皆さんに味

わっていただきたいと思いますし。今度、全国セミナーっていうのがありますけども、まさにそ

ういう同調のためのいい機会にもなるかなと思いますので。またそこでのお話も楽しみにしてい

ただければと思います 

 

柳田：ありがとうございます。それでは Xさんお願いします。 

 

X氏：僕、こういう仕事してるので、説明することを何年もかけてやってるんですね。昔だとか

なりたくさんのことを言わないと一つのことを伝えられなかったんですけど、ここんとこで伝え

ることをやっぱり上手になってきて。それから伝える相手のレベルも、かなりいろんなことをま

っさらで分かってない方に対しても、すごくクリアに説明できるようになってきてんですね。 

 

だから、それこそ一週間でわかったことを一だし、一日で分かった事を一時間だし、一時間の事

が多分 5分とかで僕、伝えられるようになっちゃってるので。おそらく、すごく聞きやすく、

分かりやすくお話できるようになると思うんですよ。 

 

なので、ものすごく楽しく参加していただければ、僕が勝手に脳を入れ替えちゃいますから。思

考を。知らないうちに生まれ変わるような体験が多分できるんじゃないかと思いますので、楽し

みに来ていただければと思いますよね。 

 

柳田：楽しみですね、これは。はい、ありがとうございます。ということで最後、こちらのスラ

イドを見ていただきたいんですけれども。毎回お伝えをしておりますけれども、全国セミナー、

7月 11日東京、13日大阪、15日東京で、このメンバー全員がそろってお伝えします。 

 

まずは資本主義を制し、そして資本主義を抜けるということで、NLB脳を皆さんに獲得してい

ただくわけなんですが、その基礎編ということでたっぷりお届けしたいと思いますので、全 3
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回見ていただいて同調された方は、ぜひお越しいただきたいと思います。そして、その先には来

ていただいた方だけにスペシャルなご案内ありますので、こちらもぜひ楽しみにしていただきた

いと思います。 

 

ということで、本当に予測不可能なセッションになりましたけれど、非常に興味深いものになり

ました。皆さん本当にありがとうございました。 

 

X氏：ありがとうございました。 

 

大野：ありがとうございました。 

 

石原：ありがとうございました。 

 

石崎：ありがとうございました。 

 

 

 

 

セッション３を最後までお読みいただきありがとうございました。 

全国セミナーでお会いできますことを楽しみにしております。 
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